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研究成果の概要（和文）：　津波避難については，個人合理性および認知的不協和を考慮した避難意思決定モデ
ルの構築を行った．そのモデルと東日本大震災時の避難行動データを用いて地域ごとの住民の不安感の導出と避
難率の定量分析を行った．その結果，過去に津波浸水被害を経験した地域の住民の不安感が大きいことが明らか
になった．また高齢者は若年層と比較して不安感が大きく，津波警報の授受は不安感に影響を与え，避難率の向
上に影響を与えることを明らかになった．
　高潮避難については，平成30年台風21号時の避難行動に関するアンケート調査を実施した．その分析結果か
ら，認知的不協和の影響により死亡確率を不当に低く見積もっていたことが示された．

研究成果の概要（英文）：We built the refuge decision making model in consideration of personal 
rationality and cognitive dissonance. We performed the derivation of the jitters of the inhabitants 
every area and the quantitative analysis of the refuge rate using the model and refuge action data 
at the time of the Great East Japan Earthquake. As a result, we show that the jitters of the local 
inhabitants who experienced tsunami inundation damage are large. In addition, an elderly person had 
larger jitters than the youngers, and the giving and receiving of the tsunami warning affected the 
jitters.
 About the high tide refuge, we carried out the questionary survey about the refuge action at the 
time of the typhoon No.21 in 2018. We can show that the estimated death-probability is lower due to 
the influence of cognitive dissonance.

研究分野： 応用経済学、都市計画

キーワード： 津波避難　高潮避難　認知的不協和　正常性バイアス　Akerlof Dickensの経済心理学モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
災害時の避難行動について，これまで認知的不協和が介在していると指摘があるものの，数理モデル化されてお
らず定量分析も行われていなかった． 本研究は， Akerlof・Dickens (1982)の経済心理学モデルをベースに避
難行動をモデル化して，その定量分析を，実際の避難データを用いてパラメータ推定した研究である．避難行動
のメカニズムが数理的に把握できると，災害政策の評価をそのメカニズムとともに示せる．
 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

災害による人的被害規模は，避難の有無や迅速性により大きな差が生じると指摘されて

いる(中央防災会議,2003)．しかし災害に遭遇した時，人はなかなか避難しない(広瀬, 2004)．

実例をあげると，2011 年の東日本大震災発生時，北海道太平洋沿岸部では 85.7%の住民が

大津波警報を聞いたにも関わらず，避難率はわずかに 6.6%であった． 

しかしながら，従来研究では避難行動の意思決定が研究対象となっていない．交通計画分

野では避難経路選択行動の精緻化はなされているものの，避難開始行動の精緻化は進んで

いない．また，避難シミュレーションモデルでは，避難行動の意思決定メカニズムはモデル

化されない．例えば，水害避難モデルを対象とすると，災害情報伝達に着目した西原(1983)，

高橋他(1989)，館他(2001)，片田・桑沢(2006)，避難計画の有効性を評価する杉本・目黒(2003)，

水害氾濫流中における歩行可能性に着目した Koshimura et al. (2006),河田他(2004)があげら

れる．しかし，これらはいずれも避難有無やタイミングを実績や住民への避難意向調査結果

で設定している． 

そこで，こういった「自分は大丈夫」と判断する非合理的判断を分析し，防災政策が住民

意識に影響を与えて避難率向上に繋がる一連の意思決定メカニズムを解明する必要がある．

そのような解明は，政策効果の発現機序に沿った防災政策立案にも有用である．こういった

分析の必要性は片田・桑沢(2006)でも指摘されている． 

 

２．研究の目的 

本研究は，防災教育や情報提供といった防災政策設計に資するために，「自分は大丈夫」

という心理バイアス（具体的には認知的不協和）を組み込んだ避難行動モデルの心理パラメ

ータを避難行動データに基づき推定し，避難行動の心理メカニズムを定量かつ実証的に解

明することを目的とする．本研究のポイントは，１）意思決定を内包したモデルにおける心

理パラメータ推定方法の提案と２）複数地域における避難行動調査データを用いてパラメ

ータ推定し，その結果得られる地域別個人属性〈年齢や防災教育有無等〉別心理パラメータ

を考察し，さらにそのモデルを用いて政策ごとの避難率を定量的に把握する点である． 

 

３．研究の方法 

避難開始モデルは，Akerlof・Dickens (1982)の経済心理学モデルを津波・水害避難行動に修

正した佐藤・河野・越村・山浦・今村(2008)を用いる．災害リスクに対する主観確率に基づ

く期待費用最小化モデルである．主観確率が選択されることで認知的不協和が起こる．本研

究のポイントは二つである．ポイント１）は，意思決定を内包したモデルにおける心理パラ

メータの推定である．Akerlof・Dickens (1982)の経済心理学モデルの初の定量分析となる．

ポイント２）として，東北大震災における避難行動データを用いて，地域ごとの心理パラメ

ータの推定を行った点である．推計される地域別個人属性別心理パラメータを属性の違い

の観点から比較考察することにより，今後の防災教育等の防災政策への提言を行うことが

できる． 

 

 



４．研究成果 

津波避難については，個人合理性および認知的不協和を考慮した避難意思決定モデルの構

築を行った．そのモデルと東日本大震災時の避難行動データを用いて地域ごとの住民の不

安感の導出と避難率の定量分析を行った．その結果，過去に津波浸水被害を経験した地域

の住民の不安感が大きいことが明らかになった．また高齢者は若年層と比較して不安感が

大きく，津波警報の授受は不安感に影響を与え，避難率の向上に影響を与えることを明ら

かになった（MPRA working paper 106245 として Regional Differences in Cognitive 

Dissonance in Evacuation Behavior at the time of the 2011 Japan Earthquake and 

Tsunami というタイトルで公開済み）． 

 高潮避難については，平成 30 年台風 21 号時の避難行動に関するアンケート調査を実施

した．その分析結果から，認知的不協和の影響により死亡確率を不当に低く見積もってい

たことが示された．  
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